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I 生活環境、産業分野

1 . 成果目標一覧
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II 健康、福祉分野
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III 都市生活基盤分野
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IV 教育分野
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V 経営、企画分野
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2 . 江南市戦略計画の進行管理について

江南市戦略計画の進行管理は、江南市行政評価システムにより行います。江南市行政評価システム

の概要は次のとおりです。

①まちづくり評価システム

まちづくり評価とは、「江南市戦略計画」の基本計画に掲げられた各分野の成果目標について、その

達成度を明らかにし、よりよいまちづくりに向けての改善方策を検討するしくみのことをいいます。

まちづくり全体の進捗状況（市民生活や地域社会の状態）を把握し、基本計画の見直しに活かすこ

とを目的とします。

〔方　　法〕

基本計画の見直しサイクルに合わせて、3年に1回を基本に実施します。目標達成度の測定は、市民

満足度調査、各部課が自主的に行う個別調査、各部課が把握している統計データなどにより行います。

評価結果は、短期的には、市民と市役所のそれぞれの行動へ、中期的には次の基本計画の見直しへと

反映させます。

〔評価体制〕

市役所の取り組みの推進と、計画全体の進行を行うために、幹部会議（政策会議）において、その

達成状況について確認を行います。

「江南市まちづくり会議」において、その達成状況について市民と市役所が協働で確認を行います。

〔結果の公表〕

結果については、広く地域の構成員が共有できるよう、「江南市戦略計画達成状況報告書」としてと

りまとめ広報、ホームページ、住民説明会などで報告します。
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②施策評価システム

施策評価とは、「江南市戦略計画」の部門の戦略計画に掲げられた市役所が責任をもって達成する施

策の成果目標について、その達成度を明らかにし、改善方策を検討するしくみのことをいいます。

市役所が推進した施策の成果を把握して、計画期間における今後の施策展開の方針を明らかにしま

す。その方針に基づき、資源配分の検討や事務事業の相対的な方向付け（重点化）を行い、組織のマ

ネジメントに活かすことを目的とします。

〔方　　法〕

予算・決算などの行政経営の基本サイクル及び次年度の施策展開の検討を行うタイミングに合わせ

て、毎年実施します。目標達成度の測定は、市民満足度調査、各部課が自主的に行う個別調査、各部

課が把握している統計データなどにより行います。

施策の成果達成度と予算配分枠を踏まえ、次年度（以降）の施策展開の方針を検討します。次年度

（以降）の施策展開の方針に基づき、事務事業評価の結果を加味して、実行計画の策定を行います。実

行計画策定においては、予算配分枠の中で、実施する事務事業を選択し、予算配分にメリハリをつけ

て、施策のできるだけ高い成果を達成できるような事業メニューを検討します。

評価結果は、短期的には次年度の組織運営や施策展開へ、中期的には次の部門の戦略計画策定へと

反映させます。

〔評価体制〕

施策は課が推進責任を負うものであることから、課が主体となって評価を行います。課長の責任で

評価分析作業を進め、今後の施策展開の方針については部長が最終判断を行います。

なお、基本計画の成果測定と、それに伴う「市役所の役割」の実現状況の検証については、「まちづ

くり評価」の中で外部の視点も取り入れて評価します。

〔結果の公表〕

結果については、市民への説明責任を果たすという観点から、広く公表していきます。
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③事務事業評価システム

事務事業評価とは、「江南市戦略計画」の部門の戦略計画の実行計画に掲げた各事務事業の成果目標

について、その達成度を明らかにし、改善方策を検討するしくみのことをいいます。

前年度の内部管理事務を除くすべての事務事業の実施結果を検証し、次年度の事務事業の実施方針

を明らかにします。また、個々の事務事業を掘り下げて分析し、事業内容、事業手法、業務手順など

を見直し、事務の効率化や業務改善を図ることを目的とします。

〔方　　法〕

予算・決算などの行政経営の基本サイクルに合わせて、毎年実施します。目標達成度の測定は、各

部課が自主的に行う個別調査、各部課が把握している統計データなどにより行います。

個々の事務事業の成果や課題を分析し、次年度（以降）の事務事業の見直しや事業内容の検討を行

います。

評価結果は、短期的には次年度の事業展開や予算編成（実行計画の時点修正）へ、中期的には次の

部門の戦略計画・実行計画策定へと反映させます。

〔評価体制〕

事務事業はグループが推進責任を負うものであることから、グループが主体となって評価を行いま

す。グループリーダーの責任で評価分析作業を進め、今後の方向性については課長が最終判断を行い

ます。

〔結果の公表〕

結果については、市民への説明責任を果たすという観点から、広く公表していきます。
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3 . 策定体制・策定経過

（1）策定体制

庁内体制 庁外体制  

議
　
会

議決議

提案 諮問

答答申

策 定 会 議
副市長・部長

策 定 部 会
課長・主幹

戦略計画審議会 　 25名

○ 市議会議員
○ 学識経験を有する者
○ 市民（在勤者、在学者）
○ 各種団体代表者

市民会議

全体会議（基本構想策定議 ）　 17名名

○ 公募市民、各種団体代表者等
（各分野の正副会長）
○ 市民協働研究会の代表者
○ 職員（策定部会の部会長）

分野別会議（基本計画策定議 ）各分野各分野10名名

○ 公募市民
○ 各種団体代表者等
○ 職員（策定部会の正副部会長）

検討結果の検
フィードバッククフ バ

原案提示原

検討結果の検
フィードバッククフ バ

原案提示原

市　長

幹 部 会 議
三役・部長



166

江南市戦略計画

（2）策定経過
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4 . 江南市戦略計画策定会議

（1）江南市戦略計画策定会議規程

昭和５１年６月９日

訓令第６号

（設置）

第１条　江南市戦略計画の策定及び計画の立案をするため、江南市戦略計画策定会議（以下「会議」

という。）を置く。

（所掌事務）

第２条　会議は、次の事項を所掌する。

（１）計画立案のための調査及び研究に関すること。

（２）計画素案の調整、修正及び決定に関すること。

（３）その他市長が特に命ずる事項の処理に関すること。

（組織）

第３条　会議は、委員長、副委員長及び委員で組織する。

２　委員長は副市長、副委員長は企画部長を充てる。

３　委員は、部長及びこれに相当する職の者から市長が任命する。

（委員長及び副委員長の職務）

第４条　委員長は、会務を総理する。

２　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を

代理する。

（会議）

第５条　会議は、委員長が必要に応じて招集する。

２　会議は、半数以上の委員が出席しなければ、会議を開くことができない。

３　会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。

４　会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明又は意見を聴くこと

ができる。

（部会）

第６条　会議に、計画立案のための調査及び研究を補助させるため、次の部会を置く。

（１）第１部会（生活環境、産業分野）

（２）第２部会（健康、福祉分野）

（３）第３部会（都市生活基盤分野）

（４）第４部会（教育分野）

（５）第５部会（経営、企画分野）

２　部会は、調査及び研究の経過並びに結果を必要に応じて会議に報告する。

３　部会は、部会長、副部会長その他の構成員で組織し、当該部会の構成員は、課長及びこれに相当

する職の者から市長が任命する。
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４　部会長及び副部会長は、部会の構成員の互選による。

（庶務）

第７条　会議の庶務は、企画部行政経営課において処理する。

（雑則）

第８条　この規程に定めるもののほか、会議の議事及び運営に関し必要な事項は、委員長が定める。

附　則

この訓令は、公布の日から施行する。

附　則（昭和５５年４月１０日訓令第２号）

この訓令は、公布の日から施行する。

附　則（昭和５９年１０月２５日訓令第６号）

この訓令は、公布の日から施行する。

附　則（昭和６０年４月１５日訓令第４号）

この訓令は、公布の日から施行し、第１条から第５条までの規定による改正後の各訓令は、昭和６０

年４月１日から適用する。

附　則（平成元年１１月３０日訓令第１０号）

この訓令は、公布の日から施行する。

附　則（平成２年５月３０日訓令第７号）

この訓令は、平成２年６月１日から施行する。

附　則（平成２年６月１日訓令第１０号）

この訓令は、公布の日から施行する。

附　則（平成５年４月２７日訓令第４号）

この訓令は、平成５年５月１日から施行する。

附　則（平成９年３月２８日訓令第１号）

この訓令は、平成９年４月１日から施行する。

附　則（平成１２年３月１０日訓令第５号）

この訓令は、平成１２年４月１日から施行する。

附　則（平成１７年９月２２日訓令第７号）

この訓令は、平成１７年９月３０日から施行する。

附　則（平成１７年１２月２１日訓令第８号）

この訓令は、平成１７年１２月２１日から施行する。

附　則（平成１８年３月２９日訓令第１号）

この訓令は、平成１８年４月１日から施行する。

附　則（平成１９年３月２６日訓令第２号）

この訓令は、平成１９年４月１日から施行する。

附　則（平成１９年９月３０日訓令第６号）

この訓令は、平成１９年１０月１日から施行する。
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（2）江南市戦略計画策定会議の構成
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5 . 江南市戦略計画市民会議

（1）江南市戦略計画市民会議設置要綱

（目的）

第１条　市民と行政がまちづくりに関する共通認識を持ち、新しいまちづくりの指針となる江南市戦

略計画（以下「計画」という。）を協働で策定するため、江南市戦略計画市民会議（以下「市民会議」

という。）を置く。

（組織）

第２条　市民会議は、全体会議及び分野別会議により構成する。

２　委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。

（１）平成１８年４月１日現在において満１８歳以上の者で、市内に在住、在勤又は在学している者で

あって公募に応じた者

（２）各種団体の代表者

（３）江南市市民協働研究会の代表者

（４）江南市戦略計画策定部会の部会長及び副部会長

３　委員の任期は、委嘱の日から平成２０年３月３１日までとする。

（全体会議）

第３条　全体会議の所掌事務は、次のとおりとする。

（１）計画の基本構想について審議すること

（２）その他市長が必要と認める事項

２　全体会議は次に掲げる者をもって組織し、定員を１７人以内とする。

（１）次条に定める各分科会の会長及び副会長

（２）江南市市民協働研究会の代表者

（３）江南市戦略計画策定部会の部会長

３　全体会議に議長及び副議長各１人を置き、委員の互選により選出する。

４　議長は、全体会議を代表し、会務を総理する。

５　副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるとき又は議長が欠けたときは、その職務を代理する。

（分野別会議）

第４条　分野別会議は次に掲げる分科会をもって構成し、各分科会の定員を１０人程度とする。

（１）第１分科会（生活環境、産業分野）

（２）第２分科会（健康、福祉分野）

（３）第３分科会（都市生活基盤分野）

（４）第４分科会（教育分野）

（５）第５分科会（経営、企画分野）
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２　分野別会議は、第２条第２項第３号の江南市市民協働研究会の代表者を除いた市民会議の委員で

組織する。

３　分野別会議の所掌事務は、次のとおりとする。

（１）計画の基本計画について審議すること

（２）その他市長が必要と認める事項

４　各分科会に会長及び副会長を各１人置き、委員の互選により選出する。

５　会長は、分科会を総理し、会議の議長となる。

６　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（庶務）

第５条　市民会議の庶務は、企画部行政経営課において処理する。

（雑則）

第６条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。

附　則

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。

附　則

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。

附　則

この要綱は、平成１９年１０月１日から施行する。
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（2）江南市戦略計画市民会議の構成
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6 . 江南市戦略計画審議会

（1）江南市戦略計画審議会条例

昭和４７年１０月６日

条例第１５号

（目的）

第１条　この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４の規定に基づき、江南市戦

略計画審議会の設置及び運営に関する事項を定めるものとする。

（設置）

第２条　市長の諮問に応じ、市の戦略計画に関し必要な調査及び審議を行うため江南市戦略計画審議

会（以下「審議会」という。）を置く。

（組織）

第３条　審議会は、委員２５人以内で組織する。

２　委員は、次の各号に掲げる者について市長が任命する。

（１）市議会議員

（２）各種団体の代表者

（３）学識経験を有する者

（４）市民（在勤者及び在学者を含む。）

（会長）

第４条　審議会に会長を置き、委員の互選によってこれを定める。

２　会長は、会務を総理する。

３　会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指定した委員がその職務を代

理する。

（委員）

第５条　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

２　委員は、非常勤とする。

３　委員が退職しようとするときは、会長を経て市長に申し出なければならない。

（会議）

第６条　審議会の会議は、会長が招集する。

２　審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

３　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。

（市職員の出席）

第７条　市長その他関係ある市職員は、審議会に出席して発言することができる。

（委任）

第８条　この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。
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附　則

１　この条例は、公布の日から施行する。

２　江南市建設審議会条例（昭和３２年条例第６号）は廃止する。

附　則（平成７年３月２７日条例第７号）

この条例は、公布の日から施行する。

附　則（平成１８年３月２８日条例第２１号）

この条例は、公布の日から施行する。
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（2）江南市戦略計画審議会委員名簿
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（3）江南市戦略計画（案）について（諮問）
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（4）江南市戦略計画（案）について（答申）
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7 . 市民意向調査・市民満足度調査・パブリックコメント・住民説明会

（1）市民意向調査

（2）市民満足度調査

（3）パブリックコメント
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（4）住民説明会
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8 . 第4次江南市総合計画の成果と達成状況

第4次江南市総合計画では、市の将来像を実現するために先導的・重点的に実施する事業として、

「マイタウン江南2005」プロジェクトを推進してきました。各プロジェクトの成果と達成状況は、次の

とおりです。

① 人と自然にやさしい快適環境づくり【アメニティ江南―エコトピア構想】
地球環境の保全と豊かな自然生態系の中で快適に生活できる、持続可能で環境に配慮した循環系社

会システムと新しいライフスタイルの確立に向け、身近な環境づくりに関する諸施策を実施。
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② 生きがいと安心の社会基盤づくり【いきいき江南―ウェルネス構想】
生涯にわたって心身共に健康で生きがいをもって豊かに暮らせる、助け合いとふれあいのある地域

社会の形成に向け、保健・医療・福祉に関する諸施策を実施。
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③ 賑わいと魅力あふれる都市拠点づくり【アクティブ江南―ツインコア構想】
江南市の都市機能の向上を図るため、江南駅周辺地区を江南市・尾張北部地域の都市核として、布袋

駅周辺地区を江南市のサブ的な都市核として2つの核を位置づけ、都市拠点整備に関する諸施策を実施。
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④ 交流と文化創造の拠点・人づくり【クリエイティブ江南―インテリジェンス構想】
市民のゆとりと自己実現の充足のため、既存の拠点的施設や「武功夜話」といった地域資源を活かし、

市民がこころ豊かに暮らすことのできる社会環境の整備と新たな市民文化の形成に関する諸施策を実施。
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⑤ 安全でスムーズな交通ネットワークづくり【らくらく江南―ハイアクセシビリティ構想】
都市の機能を十分に発揮させ、市民生活の安全性・利便性・快適性を高めるために、交通網の整備

により市内の交通を円滑にする、道路交通、公共交通の整備に関する諸施策を実施。



巻末資料

187




